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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年5月7日(2009.5.7)

【公開番号】特開2006-312726(P2006-312726A)
【公開日】平成18年11月16日(2006.11.16)
【年通号数】公開・登録公報2006-045
【出願番号】特願2006-103044(P2006-103044)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  47/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  21/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 279/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  47/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  21/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/04    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   2/44    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｆ 279/02    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｂ
   Ｈ０１Ｍ   8/02    　　　Ｙ
   Ｈ０１Ｂ   1/24    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   8/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月24日(2009.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）炭素－炭素二重結合を複数個有する炭化水素化合物、（Ｂ）（Ａ）成分を除くエ
ラストマー、および（Ｃ）炭素質材料を少なくとも含む導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項２】
　前記（Ａ）炭素－炭素二重結合を複数個有する炭化水素化合物が、側鎖に炭素－炭素二
重結合を有する重合体であることを特徴とする、請求項１に記載の導電性硬化性樹脂組成
物。
【請求項３】
　前記側鎖に炭素－炭素二重結合を有する重合体が、側鎖に炭素－炭素二重結合を有し、
かつ、主鎖は飽和しているモノマー単位を６０モル％以上含有する重合体であることを特
徴とする、請求項２に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項４】
　前記側鎖に炭素－炭素二重結合を有し、かつ、主鎖は飽和しているモノマー単位を６０
モル％以上含有する重合体が、ジエン化合物を主モノマーとして重合されたものであるこ
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とを特徴とする、請求項３に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項５】
　前記ジエン化合物がブタジエン、ペンタジエンおよびイソプレンの内の少なくとも一種
である、請求項４に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項６】
　前記（Ａ）炭素－炭素二重結合を複数個有する炭化水素化合物が、１，２－ポリブタジ
エン、３，４－ポリイソプレン、およびスチレンイソプレン共重合体の内の少なくとも一
種であることを特徴とする、請求項１に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項７】
　前記（Ａ）炭素－炭素二重結合を複数個有する炭化水素化合物が、以下の式（１）また
は式（２）：
【化１】

で表わされるモノマー単位を６０モル％以上含む重合体であることを特徴とする、請求項
１に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項８】
　前記（Ｂ）エラストマーが、水素化アクリロニトリルブタジエンゴム、エチレンオクテ
ン共重合体、エチレンブテン共重合体、エチレンプロピレンゴム、フッ素ゴム、イソプレ
ンゴム、シリコーンゴム、アクリルゴム、ノルボルネンゴム、及びブチルゴムからなる群
より選ばれる１種または２種類以上の組み合わせであることを特徴とする、請求項１～７
のいずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項９】
　前記（Ｃ）炭素質材料が、天然黒鉛、人造黒鉛、膨張黒鉛、カーボンブラック、炭素繊
維、繊維径が０．０５～１０μｍであり繊維長が１～５００μｍの気相法炭素繊維、繊維
径が０．５～１００ｎｍであり繊維長が０．０１～１０μｍのカーボンナノチューブ中か
ら選ばれた１ないし２種類以上の組み合わせであることを特徴とする、請求項１～８のい
ずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項１０】
　前記（Ｃ）炭素質材料が、その嵩密度が１ｇ／ｃｍ3となるように加圧された状態にお
いて、加圧方向に対して直角方向の粉末電気比抵抗が０．１Ωｃｍ以下であるものである
ことを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項１１】
　前記（Ｃ）炭素質材料が０．０５質量％～１０質量％のホウ素を含有することを特徴と
する、請求項１～１０のいずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項１２】
　前記（Ａ）成分の炭素－炭素二重結合を複数個有する炭化水素化合物と前記（Ｂ）成分
のエラストマーとの質量比が２０～９８質量％：８０～２質量％であり、かつ、前記（Ａ



(3) JP 2006-312726 A5 2009.5.7

）成分と前記（Ｂ）成分の和を１００質量部としたとき、その１００質量部に対して前記
（Ｃ）成分の炭素質材料が４０～１，９００質量部の割合で含まれることを特徴とする、
請求項１～１１のいずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項１３】
　（Ｄ）反応性モノマーを更に含むことを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項に
記載の導電性硬化性樹脂組成物。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物を硬化して得られるこ
とを特徴とする導電性硬化体。
【請求項１５】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の導電性硬化性樹脂組成物を圧縮成形、トランス
ファー成形、射出成形または射出圧縮成形のいずれかの方法により成形されてなることを
特徴とする導電性硬化体の製造方法。
【請求項１６】
　請求項１４に記載の導電性硬化体からなることを特徴とする導電性成形体。
【請求項１７】
　請求項１４に記載の導電性硬化体からなる、ＪＩＳ　Ｋ７１９４に準拠した体積固有抵
抗が２×１０-2Ωｃｍ以下、貫通方向の抵抗率が２×１０-2Ωｃｍ以下、かつ、ＪＩＳ　
Ｋ６９１１に準拠した曲げ強度が３０ＭＰａ以上であることを特徴とする、両面または片
面にガスを流すための流路が形成された燃料電池用セパレータ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明の硬化性組成物は、その硬化体として、優れた物性（例えば、耐熱性、耐熱水性
、導電性、および／又は放熱性）を与えることができるため、従来実現が困難であった領
域の材料、例えば、燃料電池用セパレータ、電極、回路基板、抵抗器、ヒーター、集塵フ
ィルタエレメント、電池用集電体、面状発熱体、電磁波材料等各種用途・部品に広く適用
が可能であり、特に固体高分子型燃料電池等の燃料電池セパレータ用素材として有用であ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
（Ａ成分とＢ成分とＣ成分の質量比）
　本発明の導電性硬化性樹脂組成物は、（Ａ）炭素－炭素二重結合を複数個有する炭化水
素化合物、（Ｂ）（Ａ）成分を除くエラストマー、および（Ｃ）炭素質材料を少なくとも
含む。（Ａ）成分と（Ｂ）成分との質量比は、２０～９８質量％：８０～２質量％である
。（Ｂ）成分が８０質量％を超えると硬化体の強度、耐熱性が低下し、２質量％未満では
（Ａ）成分を除くエラストマーの添加効果が顕現しない。好ましくは（Ａ）成分と（Ｂ）
成分との質量比は、３０～９５質量％：７０～５質量％、更に好ましくは、（Ａ）成分と
（Ｂ）成分との質量比は、４０～９０質量％：６０～１０質量％である。また、（Ｃ）成
分の炭素質材料については、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の和を１００質量部としたとき、そ
の１００質量部に対して（Ｃ）成分が４０～１，９００質量部であり、より好ましくは１
００～１，９００質量部であり、更に好ましくは２００～１，２００質量部である。炭素
質材料が４０質量部未満であると硬化体の導電性が低くなる。炭素質材料が１，９００質
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量部を超えると成形性が悪くなる傾向があるので好ましくない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　本発明の導電性硬化性樹脂組成物中に必要に応じて含まれる有機過酸化物は（Ａ）炭素
－炭素二重結合を複数個有する炭化水素化合物と（Ｂ）（Ａ）成分を除くエラストマーの
和を１００質量部としたとき、その１００質量部に対して、０．２～１０質量部添加する
ことが好ましい。有機過酸化物の添加量は、より好ましくは、０．５～８質量部、更に好
ましくは０．８～６質量部である。１０質量部を越えると有機過酸化物の分解により発生
するガスが増加し、硬化物の気密性低下の原因となることがある。また、０．２質量部未
満では、硬化物の架橋密度が低くなるため強度が低下し、更に耐久性も低下する場合があ
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
（導電性成形体）
　本発明の導電性硬化性樹脂組成物から得られる導電性成形体は、限定されるものではな
いが、特に燃料電池用セパレータ、電池用集電体または電極等の作製を目的として開発さ
れたものであり、燃料電池用セパレータ、電池用集電体または電極に有用である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　本発明の両面または片面にガスを流すための流路が形成された燃料電池用セパレータに
おいて、流通するガスとしては空気、酸素、水素、窒素、水蒸気等が挙げられる。またガ
スの流路の形状、サイズは成形体の用途や大きさにより適宜設定することができる。
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